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泌尿器科領域におけるKW-1062の 臨床的検討

土 田 正 義 ・宮 川 征 男 ・塩 谷 尚

秋田大学泌尿器科学教室

抗 生物質の発展に伴ない感染症の治療には多 くの薬剤

が用い られているが,ア ミノグル コシッ ド系薬剤は これ

らの中で ももっとも抗 菌力が高い ものの1つ と評価 され,

グラム陰性桿菌,と くに緑膿菌感染症や セラチ ア感染症

には第1次 選択剤 とされてい る。 しか しア ミノグル コシ

ッ ド系薬剤は毒性が強いた め必ず しも満足すべ き治療効

果を挙げ るだけの量を投与 できないこ とがあ り,安 全 性

の高い ものの出現が望 まれ ている。KW-1062は 最近開

発 され たア ミノグルコシッ ド系抗生 物質 であ り,基 礎的

検討 によ りGMと ほぼ等 しい抗菌力 をもち,毒 性はGM

よりも低 いことが確 められ ている1)。わ れわ れ は 泌尿器

科領域 の感染症 に本剤 を用 いてその効果 お よび副作用を

臨床的に検討 する とともに,こ れ を現 存の,ア ミノグル

コシ ッ ド系薬 剤で もっ とも抗菌 力の強い といわれ るGM

の成績 と比 較 した。

I. 対象および 方法

1. 対 象

昭和51年4月 か ら昭和51年8月 の期間におけ る当科

外来お よび入院患者の うち プロテ ウス属お よび ク レブシ

エ ラのいずれかを原因菌 とした創感染4例,尿 路 感染11

例合計15例 を対象 とした。

2. 投与方法

創感染では1回40 mgを 創 内注入,尿 路 感染 では同量

を筋注 とし,と もに1日2回,5日 間連続投 与 した。

3. 効果観察

投与期 間中は腰痛 ・排 尿痛 等の自覚症状 改善の有無

体温の推移,創 感染 では滲 出液の量 と性状の変化,尿 路

感染では尿沈査所 見の改善の有無を観察す るとともに,

投与前 と投与後24～36時 間に創滲出液あ るいは尿 の細

菌学的検索を行ない臨床効果を検討 した。 なお,分 離 さ

れた細菌に ついてはKW-1062へ 対す る感受性を推測す

る意味か ら,昭 和 デ ィス クを用いたデ ィスク法 に よりそ

の菌に対す るDKBのMICを 測定 した。

4. 効果判定

以下 の基準 に よ り効果 を判定 した。

著効:細 菌の消失,自 覚症状お よび発熱 の消失,尿 沈

査 の正常化 あ るいは創 よ りの滲出液 の消失 の3条 件を満

たす もの。

有効:上 記3条 件 のいずれ か2つ を満たす もの,ま た

は3条 件すべてに著 明な改善 がみ られた もの。

無効:上 記2項 目以外 のもの。

5. 副作用

投与期 間中の耳鳴 りや難聴の出現に注意 す る と とも

に,投 与前後 に 末梢血 の 赤血球数,白 血球数,腎 機能

(BUN, Creatinine),肝 機能(GOT, GPT)を 測定 し,

これ らの検査値が20%以 上 の増悪をみた ものを副作用

の出現 とした。

II. 成 績

1. 効 果

Table 1に は創感染4例 について手術 の種類,薬 剤投

与前後の細菌学的検討 の結果 とともに効果 判定を示 す。

4例 中有効2例,無 効2例 であ った。Table 2に は尿路

感染11例 の疾患 の種 類 と基 礎的状態,薬 剤投与前後 の

細菌学的検討 の結果 とともに効果 判定を示 す。11例 中著

効2例,有 効6例,無 効3例 であ った。

以上,全 症例を まとめ ると15例 中著効2例,有 効8

例,無 効5例 であ り,著 効 ・有効合せ て有効率67%で

あ った。 また,細 菌の消失 した例は10例 であ り細菌 消

失 率 も67%で あ った。起炎菌別にみ る とプロテ ウス属

13例 では有効8例 で有効率62%,ク レブ シエ ラで は2

Table 1 Previous operation, bacteriologic examination and clinical effectiveness in 4 cases

of wound infection 
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例 中著 効2例 で100%で あ った。

本 剤 とDKBの 抗菌力は類似 した もの と考え られ るの

で,こ こではDKBのMIC値 を本剤 のそれにかわ るも

の としてみ ると,有 効率 の関係ではMICが50 μg/ml以

上 の5例 では2例 に有効 で有効率40%,25 μg/ml以 下

の10例 では,著 効2例,有 効6例 で有効率80%で あ

り,MICの 低い群で有効率 が高か った。

2. 副作用

1例 では赤血球数 の減少 と白血 球数の増加をみ たが,

これは原疾患で ある膀胱癌 の増悪 と考え られたため除外

した。その他 の14例 で耳 鳴 り・難聴の出現 した例 はな

く,腎 機能,肝 機能,末 梢血に有意の増悪を認め た例 も

なか った(Table 3)。

III. 考 案

GMを は じめ とす る新 しい ア ミノグル コシ ッ ド系抗生

物質は黄 色 ブ菌 や腸内細菌群に強い抗菌力 をも ってい る

が毒性 も高 いため他に安全性のは るかに高 い抗生物質 の

ある病 原菌 に よる感染での使用は制限 され,本 剤 が第1

次選択剤 とされ るのは緑膿菌感染症や セラチア感 染症で

あ り2),そ の他,他 の抗生物質では耐性 を示 す ことが多

いプ ロテ ウス属や ク ンブ シエ ラに よる感染症 に用 い られ

る ことが多 くな る3,4)。

以上 の点か ら本剤の臨床効果につ いての検 討 もこれ ら

の菌 を対象 として計画 した。 しか し,限 られた期 間内の

検討 であ り緑 膿菌に よる感染症が含 まれ ない結果 とな っ

たのは残 念な ことであ った。

尿路感染症に対す るGMの 有効率に ついては75～85

%5～8), 菌の消失率は70～77%7～9),プ ロテ ウス 属 の み

の有効率70～80%7,10)と 報告 され てい る。今 回のわれわ

れの検討ではKW-1062の 有効率,菌 の 消失率 ともに

67%,プ ロテウス属 のみ の有効率62%で あ り,こ の結

果か らは一応臨床的 に もGMの 抗菌力に匹敵 す る とい

えよ う。そ してDoseresponseが 認め られ る傾 向を示

したことは投与量 を増 加 させ ることに よ りさらに有効率

が高 くなる可能性 を示 す ものであ ろ う。

抗菌 力 とともに問題 とな る副作用 の点につい ては今回

の40 mg×2/日,5日 間連続投与 の検討では臨床上は認

め られなか った。 しか しGMに つ い て も臨床上 の副作

用 はなか った との報告 も少 くない8,11)ことか ら,今 回の

結果 か らただちに本剤が臨床的に もGMよ り毒 性 が 低

い とはいえないが,腎 機能に問題が なけれ ば1日80mg,

5日 間連続 投与では臨床上問題 はない と考 えて良いであ

ろ う。 しか し,毒 性につい てはきわ めて重 大な問題 であ

り,腎 機能 との関連 か ら深 く検討 されね ばな らないであ

ろ う。

IV. ま と め

泌尿器科領域の感染症 の うち,プ ロテ ウス属 とク レブ

シエ ラを起炎菌 とす る15例 にKW- 1062を1回40 mg,

1日2回,5日 間連続投与 し,そ の効果 と副作用 につい

て臨床的に検討を加えた。結果 は以下の通 りである。

1. 15例 中著効2例,有 効8例 であ り,67%の 有効

率を得た。 また細菌 の消失率 はプ ロテ ウス属 に よる感染

では有効率62%で あ った。 これはGMと ほぼ同程度 の

抗菌力 と考え られた。 ま た本剤 はDoseresponseの 存

在 も推測 された。

2. この投与量 では本剤 に よると思われる副作用 は認

め られ なか った。

Table 2 Diagnosis, underlying disease, bacteriologic examination and clinical effectiveness

in 11 cases of urinary tract infection 
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CLINICAL STUDY ON KW-1062 IN URINARY TRACT INFECTION

MASAYOSHI TSUCHIDA, MASAO MIYAGAWA and HISASHI SHIOYA 

Department of Urology, Akita University, School of Medicine

KW-1062 was administered to 15 patients with urinary tract or wound infections due to Protew 
sp. and Klebsiella at a dose of 40 mg twice a day for 5 days. 

1. Clinical response was excellent in 2 and good in 8 out of 15 patients. The overall effectivc 
rate was 67%. Eradicative effect on pathogens was also seen in 67%.

2. No side effects were observed in any  case. 


